


設計概要

■L1地震とは
橋の供用期間中にしばしば発生する地震動
■L2地震とは
橋の供用期間中に発生することは極めて稀であるが
一旦生じると橋に及ぼす影響が甚大であると考えら
れる地震動

列車荷重：EA-15
設計速度：70 km/h
地震荷重：L1地震動・L2地震動
ダム湛水：湛水試験時・設計洪水時
（流水圧、浮力を考慮）

端支点（A1・３P）

中間支点（1P・2P）

ピン・ローラー支承

支圧型ピン支承

支承構造

支承高を低くすることで、
転倒に対する安定性が向上

中央径間 (1P~2P)
下弦材架設

中央径間 (1P~2P)
垂直材･斜材･上弦材架設

側径間 (1A~1P)(2P~3P)
下弦材架設

側径間 (1A~1P)(2P~3P)
垂直材･斜材･上弦材架設

1A~3P
縦桁･橋側歩道架設

主な設計荷重
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地震力のような大きな力
に抵抗できる構造

主要部材

上下弦材：箱断面鉛直材：箱断面 斜材：箱断面

対傾構：形鋼

横構：形鋼

軌道桁：Ｉ桁（単純桁）

水平材：箱断面

軌道桁：Ｉ桁（単純桁）

上下弦材：ラティス箱断面鉛直材：ラティス箱断面
斜材：ラティス箱断面

水平材：ラティス箱断面

対傾構：形鋼

ラティス断面とは

横構：ラティスＩ形

断面の構成は、ラティスではなく、
板で構成するように変更するが、
サイズ的な変更はほとんどなし

せん断型ピン支承

BP-A支承

架設タイムラプス
（動画30秒）

工場
製作
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